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　施工のポイント　高品質な床コンクリを構築

（６）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　５月２９日　（水曜日）

■工　事　名　称：（仮称）埼玉県白岡市篠津計画新築工事
■工　事　場　所：埼玉県白岡市篠津－
■発　注　者：東急不動産株式会社
■Ｃ　　　Ｍ：株式会社山下ＰＭＣ
■設計・監理：矢作建設工業株式会社一級建築士事務所
■施　　　工：白岡第一特定建設工事共同企業体（代表構成員

・矢作建設工業株式会社、構成員・株式会社橋
本組）

■敷　地　面　積：，．㎡
■構　　　造：Ｓ造
■階　　　数：階
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■工　　　期：年月～年月

（写真提供：株式会社スズキ　スタジオ）トラックバース 倉庫内部

LOGI'Q白岡Ⅱ完成
　東急不動産が埼玉県白岡市に建設
していた物流施設「LOGI'Q（ロジ
ック）白岡Ⅱ」が完成した。高速道
路の二つのＩＣに近接。関東一円を
カバーできる広域物流ネットワーク
の結節点に位置する優れた配送性に

加え、テナントの高度なニーズに対
応する次世代物流施設となる。同市
内で２棟目となる施設の設計は矢作
建設工業、施工は矢作建設工業と橋
本組で結成した建設工事共同企業体
（ＪＶ）が担当した。

　このたび、埼玉県白岡市において建設を進めてまいりました物流施設「LOGI'Q白
岡Ⅱ」が完成しました。
　今回の物件は、遊休農地の解消と生産性の高い次世代型農地の整備を目的とした
土地改良事業で創設された非農用地に建設されました。かつて遊休農地であった場
所を土地改良事業の認可に伴い農地転用し、開発許可を取得することで物件の建設
がスタートしました。

　建設地は、首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の白岡菖蒲ＩＣから約．㎞、東
北自動車道の久喜ＩＣから約．㎞と近接しており、関東一円をカバーして広域物
流ネットワークの結節点に位置しております。鉄道を利用すればＪＲ宇都宮線の新
白岡駅から徒歩約分という場所でもあります。
　本物件が農地の生産性向上と産業振興という二つの社会課題にアプローチできる
社会的意義の高い施設となることを期待しています。

　「LOGI'Q白岡Ⅱ」は東北道の久喜ＩＣから約．
㎞、圏央道の白岡菖蒲ＩＣからは約．㎞というアク
セスの良さと都心部への配送に最適な立地に加え、周
囲には住宅エリアも広がっているため、人材確保の面
でも強みを有しています。
　土地改良事業による事業用地を活用して実現した建
物は、Ｓ造３階建て、延床面積約１万坪、２階へ
のスロープを設けることで最大４テナントに分割可能
なマルチテナント型の物流施設となっています。
　「自然豊かな白岡市で、交わる物流と人」をコンセ
プトとし、建物の外壁には緑を中心としたボーダーを
配置し、周囲の水田や畑などの景観的な特徴を表現し
ています。さらに、スロープには緑とシルバーのルー
バーを交互に配置し、見る角度によって印象が変わる
デザインとしました。各所に緑の縦ラインを２本ずつ
配置することで白岡市におけるLOGI'Qシリーズが２
棟目であることを示しています。建物内には当地を流
れる河川と農業をイメージしたエントランスを東西に
設け、３階のカフェテリアにおいてはマルシェを思わ
せるデザインで、物流と農業の融合を表現しています。
　また、ビジネス継続性（ＢＣＰ）への配慮だけでな
く、災害時の近隣住民が利用できる非常用発電設備、
防災倉庫、などを有した施設となっています。
　矢作建設工業株式会社建築事業本部

設計本部首都圏設計グループ　西尾政俊
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